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http://www.slis.tsukuba.ac.jp/~uda/lecture/

図書館の意味

 情報と知識のサイクルを担う社会的装置

情報を得る ひらめいた！（発想）

図書館
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知識
図書館システム

図書館に戻る
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知識サイクルを支える技術

 知識の収集

納本制度
図書館情報学

 納本制度

 知識の組織化

 分類

 目録

 知識の提供

情報検索

図書館情報学

知識現象の解明
知識ダイナミクス
知の生態系
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 情報検索

 レファレンスサービス

 司書：書を司るもの（実際は知識を司るもの）

 専門家（専門職）：技師、医師、知識師

（知識情報・図書学類）

層（ ）

6層（経営）

7層（社会）

1年生 2年生 3年生

図書館経営論

生涯学習論
学術情報流通論

3層（資料）

4層（組織化）

5層（サービス）
情報検索演習

情報組織化演習

レファレンスサービス演習

人

間
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2層（ IT ）

１層（記号）

図書館情報学 レイヤーモデル

プログラミング演習

データベース

知識論

情報表現法

情報検索システム
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図書・雑誌（紙）
文書・史料

電子ジャーナル
電子ブック

シラバス・教材
(e-learning)

知的生産物
（機関リポジトリ）

書誌データベース
（OPAC)

リンキングシステムOpenURL

RDBXML-DB

RDF

Dublin
Core

XML

MODS

LOM

NCRNDC

Semantic
Web

D-Space

Moodle

知識情報演習II

ERIC, LISA、文速

メタデ タ

Web ページ
（情報資源）

サーチエンジン
(Google)

サブジ クトゲ トウ イ

crawler

OAI-PMH

ポ
ー
タ
ル

（
情
報
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
）

知識情報演習II

知識情報演習I

図書館

美術館 博物館

文書館

EAD

IGMOI

メタデータ

TF-IDF
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Knowledge Architecture2.0 構成図

サブジェクトゲートウェイ
パスファインダ

ブログ
ソーシャルネットワーク

）

RSS
Web Service

知識情報演習III

Web2.0
Service Oriented Architecture

文化情報資源
（デジタルアーカイブ）

ネットワーク情報資源

紙（パッケージメディア）

書誌コントロール
分類、目録、検索

どのように展開？

図書館情報学の
新領域？

電子（ネットワークメディア）

要素技術群

コンピュータ

Webサービス

対比

（デジタルア カイブ）

研究情報資源
（電子ジャーナル、ゲノム）

商業情報資源
（出版、データベース）

組織化

アクセス

保存

要素技術群

文化論

社会学

経済

情報行動
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記述

個人情報資源
（ブログ）

サービス（電子図書館、電子美術館、電子博物館、オンライン書店、企業、個人 etc.）

メタデータ

心理学

情報行動
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「図書館」というものを改めて考えると

 機能 ≒ 機能体 ≒ 組織 ≠ 館（建物）

ランガナ タン ランガナータン

 「図書館は成長する有機体である」

 変容する図書館

 ディジタルライブラリ

 ハイブリッドライブラリ

知識 構造変

7

 知識サイクルの構造変化

 図書館の3要素

 （設備、資料、図書館員）＋利用者

図書館を構成する3要素

施設・設備＋（インターネット）

資料（紙）＋資料（電子）

図書館職員＋α？

利用者＋α？
＋

電子化によって、
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利用者＋α？ 電子化によって、

館中心の

図書館はどう変わる？
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電子化資料とは？

 パッケージ系とネットワーク系

元が紙のものと元から電子化されたもの 元が紙のものと元から電子化されたもの

 一次情報と二次資料

 Ｗｅｂページ

 Ｗｅｂ上で提供されているデータベース

 電子ジャーナル
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電子ジャ ナル

ネットワーク情報資源

紙の資料と電子化資料の違い

 物理的制約あり

 空間に制約される

 物理的制約なし

 空間を越える 空間に制約される。

 孤立している。

 空間を越える。

 相互に結合される。

本質的な違い

10

世界中の資料が仮想的に自館の資料となりうる。
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紙の資料と電子化資料の違い

 永続性  変化が激しい

 （比較的）信頼性あり

 寿命が長い

 組織化手法が確立

 タイムラグがある。

 物理的配架

検索しにくい

 玉石混交（特にWeb）
 寿命が短い

 組織化手法の未整備

 即時性

 物理的配置から自由

検索しやすい
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 検索しにくい。

 貸し出しによる占有

 貴重資料は閲覧不可

 検索しやすい。

 いつでもアクセス可能

 新しい資料と出会う

必要な要素技術（今まで）

（それぞれの図書館） 資料をもっと近くに

 資料の選定と受け入れ

 目録作成

 配架

→利用者の情報要求に十分対応できない。

 書誌ユ ティリティ

資料をもっと密接に

資料との距離をゼロに
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 書誌ユーティリティ

 相互貸借(Inter Library Loan:ILL)
→物理的、空間的制約を越えるため
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必要な要素技術（これから）

 納本制度

 書誌の整備

 （無理）

 （無理） 書誌の整備

 目録規則の制定

 分類体系制定

 レファレンスツール

 検索システム

 書誌ユーティリティ

 （無理）

 （ある程度可能）

 ディレクトリサービス

 （未知数）

 （得意だが未熟）

 （異なる手段で）
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 書誌 ティリティ

 相互貸借

 （異なる手段で）

 （意味なし：アクセス権？）

必要な要素技術（これから）

 目録規則の制定  メタデータ

Dublin Core

 検索システム

 書誌ユーティリティ

 Dublin Core

 XML
 RDF

Z39 50

14

 Z39.50
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周辺領域の変化

 出版業界

オンライン書店 オンライン書店

 オンデマンド出版

 電子ペーパー

 文書館、博物館、美術館

 ディジタルアーカイブ

 電子博物館

図書館（機能体）としての
立ち位置は？
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 電子博物館

 電子美術館

 新しい勢力

 Amazon, Google, mixi など

図書館システムのモデル

 目録システム in 業務システム 目録システム in 業務システム

 総合目録システム（書誌ユーティリティ）

 OPAC (Online Public Access Catalog)
 フルテキストサーチ（サーチエンジン）

 目録（メタデータ）から原報への直接リンク
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 リゾルバを解したリンク

 図書館ポータル
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総合目録

MARC MARC MARCMARC

インタ ネ ト OPACMARC インターネット OPAC
（DB)

リンクリゾルバ

電
子
化

電子図書館
システム

図書館業務
システム
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写像 インターネット

図書館システムの変遷

電子ブック
電子ジャーナル

機能

高度化

リンク
リゾルバ

壁

ポータル

OPAC

サーチ
エンジン

直接
リンキング

総合目録
壁

18内部 外部

コンテンツ

従来 目録
システム
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 第1期：1994-1999（夢の時代）

電子図書館 最初の１０年

 「図書館が変わる」ことに対する不安と期待

 図書館概念を考え直す機会

 第2期：2000-2001（夢から覚めた）

 期待（不安）していたより影響力は少なかった。

 「電子図書館」という言葉は定着した。
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 第3期：2002-2004（現実を見直す）

 電子ジャーナルの影響、Googleの拡大

 電子化から利用の時代へ（ポータル、リンキング）

 「電子図書館の新たな潮流」http://wwwsoc.nii.ac.jp/anul/

電子図書館機能の変遷

 図書館ホームページを持つこと
第1期

 情報発信

 蔵書検索（OPAC)
 貴重資料の電子化

 電子ジャーナル

 データベース

第1期

第2期

第3期
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 データベース

 ポータル

 機関リポジトリ 第4期
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電子図書館に対する反省

 「サービスの不在」ということにつきる。

 「紙か電子か」「館かバーチャル」かという対立構造として
捉えることはいい加減やめたい。

 両方必要

 しかし、サービス構造は変えざるを得ない。

 結果として、（現時点においては）電子サービスに力を入
れることになる

21

れることになる。

 一方で、紙や館の在り方も考える。

 「図書館は本を借りるところ」ということでしか図書館
を認識できない と （社会的意識の問題）

サービス不在を招いた原因

を認識できないこと （社会的意識の問題）

 図書館 vs 電子図書館という対立構造でしか捉えら
れないこと (図書館員の問題）

 本や館が大事だということを理由にして、電子図書館サー
ビスに目を向けなかった。

電子図書館サ ビスに力をいれることと 本や館が重要だ
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 電子図書館サービスに力をいれることと、本や館が重要だ
ということは別の話
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図書館のホームページの変化

 図書館のホームページといえば、「館」の情報発
信が中心であった。（開館時間、お知らせなど）

 最近、ようやく情報資源の提供という意識が高
まってきた。

 ビジネス支援などのミッションが確立したことが契機
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ビジネス支援などのミッションが確立したことが契機

 電子図書館システムの機能の高度化

 大学図書館、学術情報システムで顕著

 公共図書館はどうする、どうなる？

 理由は簡単

電子図書館サービスに力を入れる理由

 インターネットを介してアクセスしてくる利用者のほうが圧
倒的に多いから。（潜在的顧客は多い）

 市民の何パーセントが図書館に来ているか。一方、イン
ターネットの普及率はどのくらいか。

 現在は電子図書館サービスの質が悪いからアクセスして
こないだけ。(Googleに負けている）

24

( g

 電子図書館サービスが向上することで、館のサービ
スの認知度も上がる。
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悲観的予想

 （電子）図書館はインターネット上の重要なプレイヤー
の地位を獲得する となく終わるの地位を獲得することなく終わる。

 情報サービス機関としての図書館の能力が疑われ、
やがては社会から見捨てられる。

 インターネットにないものは、存在しないも同じ。

 美術館、博物館、文書館、研究所のトップがようやくこのこと
に気づ きた （電子化予算が措置される）
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に気づいてきた。（電子化予算が措置される）

楽観的予想

 （電子）図書館はインターネット上の重要なプレイヤー
の地位を獲得するの地位を獲得する。

 情報サービス機関としての図書館の能力が認められ、
社会から見直される。

 ランチェスターの法則（弱者の戦略）

 一点突破：顧客対応（利用者対応）で勝つしかない。
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 CRM(Customer Relationship Management)の導入
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CRM (Customer Relationship Management)

 顧客一人一人との間に良好な関係を築き、収益の
拡大を図る経営手法拡大を図る経営手法

 製品主義から顧客主義への転換

 獲得した顧客の長期維持

 顧客一人一人に適したサービスや商品を効率よく提供し、顧客の
満足度を高める。

 潜在客、見込客の開拓
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図書館経営だけでなく、電子図書館の運用にもCRMを適用する

顧客獲得

 何かを調べるとき、最初に使うのはGoogle
 図書館システムを使うケース：OPAC
 OPACは大きなインパクトを与えたが、その後、OPAC
以上のサービス機能を提供したか？

 Googleの顧客と図書館の顧客

 Google >> 図書館(OPAC)

28

g ( )
 Google =< 図書館（＋α）

 このαを見出すことが急務（図書館の生き残り）
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 最もシステマティックなサービスの集合体

結局、電子図書館とは何なのか
館種を問わず共通していること

 チャネルであり、メディアであり、システムである。

 利用者と図書館をつなぐ主要なサービスポイント

 電子図書館の形はひとつではない。

 館種ごと（目的ごと）に異なるし、図書館ごとに異なるし、
サービスごとに異なる。
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 利用者に対して最適化されている必要がある。


